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令和２年８月 31 日（月）教材研究会 
 第２学年 ◆第２学年「『あなたのお悩みズバリ！解決します』  

暮らしに役立つお悩み解決集を作ろう」  

 今年度は、本事業の最終年度となります。これまで２年間
積み上げてきた学びを継承しつつ、更にバージョンアップ
を図りながら、全教科で「主体的・対話的で深い学び」の
実現に取り組んでいる中村中学校の取組を紹介します。 

 

国語科 

 
◆『あなたのお悩みズバリ！解決します』 暮らしに役立つお悩み解決集を作ろう 

言語活動 

単元計画 

学習過程の中で「書くこと」と「読むこと」

の関連を図り、単元を通して、発信者または

受信者として、文章の書き手の意図を考える

ように工夫されています。生徒がどのように

説明すれば、自分の考えを上手く伝えること

ができるだろうかと目的意識をもち、教科書

教材を検討する中で、その工夫を捉え、自分

の文章に生かすことを意図しています。 

 
 

単
元
を
描
く 

単元計画に「個に応じた学習過程」を組み

込んでいます。教科書教材の学びを生かし

て自分の文章を読み直すことによって、情

報収集の不足等、個人個人の課題が明確に

なります。その後、個人の文章の課題改善を

図る学習時間を仕組むことで、よりよい作

品に仕上げることができます。 

 

 
育成したい資質・能力が身に付いた生

徒の姿を具体化することが大切です。右

のように（一部抜粋）、授業者自身が、設

定した言語活動を行い、育成する資質・能

力が発揮されるかを確認したうえで、学

習過程を考えていく必要があります。 

各領域が一体化した単元デザインを考え、評価規準等

を再考することで、生徒の成長過程が見えるように、

学習過程を構造化していきたいです。 

深い学びを実現するためには、学習過程の工夫が柱に

なると思います。こうすればこんな学びになる等、学

びの具体が分かる学習過程を考えていきたいです。 

 教材研究会を終えての 学びの実現に向けて① 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年９月 28 日（月）授業研究会 
◆第２学年「『あなたのお悩みズバリ！解決します』 

             暮らしに役立つお悩み解決集を作ろう」 酒井 薫 教諭 
国語科 

  

授
業
を
描
く 

学
び
を
振
り
返
る 

 最終板書 

本時の目標 ＊文章と図表との関係に着目し、効果的な使い方について自分の考えをもつことができる。 

 

めあて「説明文で図表を効果的に使うに

は？」を追究するために、教科書教材「生物

が記録する科学」の文章と図表の関係に着目

して、筆者が棒グラフを使った意図を捉えて

いきました。筆者がペンギンの潜水深度の偏

りと最大潜水深度を同時に示すために、棒グ

ラフを提示していることが確認されました。 

その後、前時までに作成した自分の説明文

における図表について、各自で検討しまし

た。課題が見つかった生 

徒からは、「伝えたい内容 

と合った図表にする」等、 

改善策を付箋で追記する 

姿が見られました。  

 

 

 

・本時では、。 

 

 

 

・。 

 

 

 

酒井 薫 教諭 

 
 

 

 授業研究会を終えての 

「書くこと」と「読むこと」をコラボレーションする単元で、生徒が

自分で説明文を書きながら、教科書の説明文に戻る授業展開をしてい

くことが参考になりました。 

文章を批判的に読むことを効果的に授業に取り入れて、自校の課題で

ある読解力の育成を図っていきたいです。 

学びの実現に向けて② 

説明的な文章における図、表、グラフ等の非連続型テキストを捉え

たり活用したりすることは、これからの社会を生きる生徒たちにとっ

て、大切な資質・能力です。読み手として、文章に書かれていること

をそのまま受け入れるのではなく、文章を対象化して、吟味したり検

討したりしながら読む批判的思考力を育成していくことが大切です。

また、書き手として、情報を収集したり、内容や構成を検討したりす

る情報活用能力の育成を図る必要があります。 

年間指導計画で指導事項との関連を図り、非連続型テキストをいつ、

どのように扱い、指導するのかを明確にしておくことが求められます。 

教科書を活用して、生徒が見方・考え方を働かせ、何

を学び、どういう力を付けるのかをしっかりと考え

て、単元を構想することが大切だと思いました。 



・・・。

理科

◆電池はどのように電流を流しているのだろう？

単元を貫く問い

単元計画

単元を通して探究の過程を意識して作られ

ています。探究の各過程において、これまでの

学習で身に付けている「微視的な見方や質的・

実体的な見方」、「比較・関連付けるなどの考え

方」を働かせて問題を見出したり、根拠のある

仮説を立てたりできるように構成されていま

す。このような単元構想をすることで、科学的

に探究する学習活動が充実され、生徒が主体的

に探究の過程全体を遂行することができます。

単
元
を
描
く

理科における「深い学び」の実現に向けては、単元など内容や時間のまとまりを見通して、

理科の見方・考え方を働かせながら探究の過程を通して、育成を目指す資質・能力を獲得し

ていくように授業をデザインすることが重要です。そのためには、本単元で生徒が働かせる

見方・考え方や育成を目指す資質・能力を明確にすることが大切です。つまり、上記のよう

な単元計画を立てることが理科の深い学びの実現に向けて重要になります。また、資質・能

力の育成を図る授業をデザインするだけでなく、その資質・能力が生徒に身に付いているの

かを評価し、指導の改善に生かしていくことも欠かせません。

大きな視点で捉え、生徒が探究活動をしていけるように単元を

構想していきたいです。また大きなゴールを達成するために、

小さなゴールを設定して活動を深めていきたいと思います。

教科書の内容をただ教えるのではなく、単元を通して設定した

資質・能力の育成に向かって授業を構成することの大切さが分

かりました。

教材研究会を終えての学びの実現に向けて①

課題解決に向けて、各時間において探究活動が繰

り返されていくよう計画されています。また、「自

分たちの仮説が正しかったのか」、「正しくなければ

何がよくなかったのか」、「実験方法がよくなかった

のか」、「仮説そのものが間違っていたのか」といっ

た、探究の過程を振り返る活動に重点が置かれてい

ます。このような活動を繰り返すことで、科学的に

探究する資質・能力が育成されるとともに、主体的

に探究活動が実現できます。



理科

授
業
を
描
く

学
び
を
振
り
返
る

本時の目標 ＊水溶液中のイオンの量や電極のイオン化傾向の違いに着目して、より電圧が大きい電池を作るためにどうすればよいか科学的
根拠を基に考え、検証することができる。

生徒が仮説を意識しながら実験を行

うことで、各班の探究活動後には、「自分

たちの仮説と結果が違っていたね。何が

間違っていたのかな？」「仮説は合って

いたけど、もっと大きな電流にするには

どうしたらよいかな？」「金属板ではな

く、電解質を塩酸に変えてみたら？」と

いうように実験結果と仮説の一致、不一

致を明確にし、電流をより大きくするた

めに仮説や方法を改善するなど、探究の

過程を振り返る姿が見られました。この

ように主体的に探究する活動を通して、

新たな問題を見出そうとするなど、生徒

の感性や知的好奇心が育まれていきま

す。

・本時では、。

・。

野村 健太 教諭

授業研究会を終えての

探究の過程を振り返る場面は最後の段
階だけかと思っていたが、それぞれの過程
で行うことが重要ということが授業を参
観してよく分かりました。

仮説を立てることの大切さを認識す
るとともに、仮説の再検討を自分たち自
身でできるよう、単元を構想し、日々の
授業でも探究の過程を意識させながら
指導していきたいです。

学びの実現に向けて②

「深い学び」については、理科の見方・考え方を働かせながら探

究の過程を通して学ぶことにより、理科で育成を目指す資質・

能力を獲得する授業になっているかが重要になります。本時に

おいて、生徒が「金属板の種類を変えてみたら？」など仮説、実

験方法を振り返っている姿が見られました。その際、「金属の種

類を変えるけど（変える条件）、金属板の大きさや厚さは同じに

しよう（変えない条件）。」というように「条件を制御する」理科

の考え方を働かせているかを教師が評価し、指導の改善につな

げていくことが大切になります。

単元構想の際、探究の過程を重視してきたことで、今回の授業では生徒
自らが探究の過程を振り返る姿を見ることができました。協議でいただい
た意見を踏まえ、見方・考え方を生徒自らが働かせることができるように
し、探究の質を高めていけるよう授業改善を行っていきたいです。

化学電池の電流を大きくする方法に

ついて、金属板の種類や組合せ、電解質

水溶液の種類など要因に着目し、自分た

ちで仮説を立て、実験方法を立案するこ

とを前時までに行っていました。本時で

は、計画した実験を探究の過程を繰り返

しながら、自分たちで進めていく生徒の

姿が見られました。また、問題を自分事

として捉え、目的をもって実験に取り組

む姿や、生徒が実験の見通しを持つこと

で、自分たちの仮説と実験結果の一致、

不一致を意識して考察する姿が見られ

ました。このように探究の過程を生徒自

身で進めていくことができるよう、単元

を構想し、日々の授業を展開していくこ

とがポイントになります。


